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第１章 はじめに 

 １ 計画策定の背景 

急 速 な 少 子 化 の 進 行 は 、我 が 国 の 社 会 経 済 の 様 々 な 分 野 に 、深 刻 か つ 重 大 な

影 響 を 及 ぼ す も の で あ り 、こ の 少 子 化 の 流 れ を く い 止 め 、日 本 の 明 る い 未 来 を

構 築 し て い く た め に は 、次 世 代 を 担 う 子 ど も た ち の 健 全 な 育 成 へ の 取 組 み が 不

可 欠 で す 。  

そ う し た 状 況 に お い て 、墨 田 区 の 人 口 は ２ ８ 万 人 を 超 え 、増 加 傾 向 に あ る も

の の 、今 後 よ り 深 刻 化 す る 超 高 齢 化 社 会 を 見 据 え 、協 治（ ガ バ ナ ン ス ）の 観 点

か ら 、人 が つ な が り 、支 え 合 う こ と が で き る 仕 組 み づ く り を 通 じ た 、安 心 し て

暮 ら せ る ま ち づ く り が 課 題 と な っ て い ま す 。  

特 定 事 業 主 行 動 計 画 は 、国 が 、平 成 １ ５ 年 ７ 月 に 制 定 し た 次 世 代 育 成 支 援 対

策 推 進 法 に よ り 、国 、地 方 公 共 団 体 、事 業 主 な ど 、社 会 全 体 で の 取 組 み を 積 極

的 に 推 進 し て い く こ と と さ れ 、そ の 中 で 地 方 公 共 団 体 は「 特 定 事 業 主 」と の 位

置 づ け で 、職 員 の 仕 事 と 子 育 て の 両 立 を 支 援 す る た め 集 中 的・計 画 的 な 実 効 性

の あ る 取 組 み を 策 定 す る こ と が 定 め ら れ て い ま す 。  

墨 田 区 は 、平 成 １ ７ 年 ３ 月 に 、職 員 を 雇 用 す る 事 業 主 と し て 、ま た 区 内 事 業

者 を 先 導 し て い く 立 場 で 、特 定 事 業 主 行 動 計 画『 墨 田 区 職 員 の 仕 事 と 子 育 て 両

立 支 援 プ ラ ン 』を 策 定 し 、当 初 の 平 成 ２ ６ 年 度 ま で の 法 施 行 期 間 の １ ０ 年 間 を

「 前 期 計 画 」 と 「 後 期 計 画 」 に 区 分 け し て 推 進 し て き ま し た 。  

そ の 後 、法 改 正 に よ り 施 行 期 間 が 平 成 ３ ６ 年 度（ 令 和 ６ 年 度 ）ま で １ ０ 年 間

延 長 さ れ た こ と を 受 け 、 新 た な 「 特 定 事 業 主 行 動 計 画 」 を 策 定 す る こ と と し 、

各 種 の 取 組 み を 実 行 し て き ま し た 。  

   こ の た び 、 当 該 計 画 を 改 訂 し 、 令 和 ７ 年 度 か ら １ １ 年 度 ま で の 間 を 新 た な 5

か 年 期 間 と し て 定 め 、 前 計 画 の 取 組 み 状 況 を 踏 ま え つ つ 、 今 後 ５ 年 間 に 推 進 す

る 取 組 み を ま と め た 「 特 定 事 業 主 行 動 計 画 」 を 策 定 す る こ と と し ま す 。  

こ れ か ら も 職 員 が 、 仕 事 と 子 育 て の 両 立 に 生 き が い と 誇 り を も っ て 取 り 組 め

る よ う 、 計 画 を 推 進 し て い き ま す 。  

１  



２ 国の方針 

 ⑴ 次世代育成支援対策推進法 

    次 世 代 育 成 支 援 対 策 推 進 法（ 以 下「 次 世 代 法 」と い い ま す 。）は 、急 激 な 少

子 化 の 進 行 に 対 応 し て 、次 代 を 担 う 子 ど も の 健 全 な 育 成 を 支 援 す る た め 、有

効 期 限 が １ ０ 年 間 の 時 限 的 な 法 律 と し て 平 成 １ ７ 年 に 施 行 さ れ ま し た 。次 世

代 法 で は 、国 や 地 方 公 共 団 体 、事 業 主 に 対 し て 、次 世 代 育 成 支 援 の た め の 行

動 計 画 を 策 定 す る こ と と さ れ た た め 、墨 田 区 に お い て も 特 定 事 業 主 行 動 計 画

を 策 定 し ま し た 。  

    次 世 代 法 に よ る １ ０ 年 間 の 集 中 的・計 画 的 な 取 組 み に よ り 、仕 事 と 子 育 て

が 両 立 で き る 環 境 整 備 等 が 一 定 程 度 進 み ま し た が 、子 ど も が 健 や か に 生 ま れ 、

育 成 さ れ る 環 境 を さ ら に 改 善 し 、充 実 さ せ る こ と が 必 要 で あ る こ と か ら 、次

世 代 法 の 有 効 期 限 が 令 和 ７ 年（ 平 成 ３ ７ 年 ）３ 月 ３ １ 日 ま で １ ０ 年 間 延 長 さ

れ た 後 、 法 律 の 有 効 期 限 が さ ら に  10 年 間 延 長 さ れ 、 令 和  17 年 ３ 月  31 

日 ま で と な り ま し た 。  
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⑵ 行動計画策定指針 

次 世 代 育 成 支 援 対 策 の 総 合 的 か つ 効 果 的 な 推 進 を 図 る た め 、次 世 代 法 で は 、

国 に 「 行 動 計 画 策 定 指 針 」 の 策 定 を 義 務 づ け て い ま す 。  

「 行 動 計 画 策 定 指 針 」で は 、特 定 事 業 主 行 動 計 画 を 策 定 す る に あ た っ て の

基 本 的 な 視 点 に つ い て 、 次 の と お り 定 め ら れ て い ま す 。   
 

① 職員の仕事と生活の調和の推進という視点  

    ・  仕 事 と 生 活 の 調 和 し た 社 会 の 実 現 に 向 け 、 職 場 の 意 識 や 職 場 風 土 の

改 革 と 併 せ 、 働 き 方 の 改 革 に 取 り 組 む こ と が 必 要 で す 。  

    ・  「 こ ど も 未 来 戦 略 方 針 」（ 令 和 ５ 年 ６ 月 13 日 閣 議 決 定 ） に て 、 国 ・

地 方 の 公 務 員（ 一 般 職・一 般 行 政 部 門 常 勤 に 限 る 。）に 係 る 男 性 の 育 児

休 業 取 得 率 の 政 府 目 標 （ 令 和 12 年 ま で に ２ 週 間 以 上 の 取 得 率 を 85％

と す る 。）が 掲 げ ら れ て お り 、こ う し た 目 標 を 踏 ま え た 取 組 み が 求 め ら

れ て い ま す 。  

    ・  男 女 が と も に 希 望 に 応 じ て 仕 事 と 子 育 て を 両 立 で き る た め に 、 男 性

の 育 児 休 業 取 得 を 始 め と す る 子 育 て に 関 す る 諸 制 度 の 利 用 促 進 に 係 る

取 組 み の 推 進 が 重 要 で す 。  

・  こ れ ま で の 長 時 間 労 働 の 是 正 に 向 け た 取 組 み を 更 に 進 め 、 よ り 一 層

の 超 過 勤 務 の 縮 減 、 年 次 有 給 休 暇 の 取 得 促 進 等 働 き 方 の 見 直 し に 資 す

る 取 組 み の 推 進 が 重 要 で す 。  

② 職員の仕事と子育ての両立の推進という視点  

    ・  子 育 て を す る 職 員 が 子 育 て に 伴 う 喜 び を 実 感 し つ つ 、 仕 事 と 子 育 て

の 両 立 を 図 る こ と が で き る よ う に す る と い う 観 点 か ら 、 職 員 の ニ ー ズ

を 踏 ま え た 次 世 代 育 成 支 援 対 策 を 実 施 す る こ と が 必 要 で す 。  

   ③ 機関全体で取り組むという視点  

    ・  次 世 代 育 成 支 援 対 策 は 、 業 務 内 容 や 業 務 体 制 の 見 直 し 等 を も 必 要 と

す る も の で あ る こ と か ら 、 そ れ ぞ れ の 機 関 全 体 で の 理 解 の 下 に 取 組 み

を 進 め る こ と が 必 要 で す 。  

    ・  地 方 公 共 団 体 の 長 等 の 各 機 関 の 長 を 含 め 、 機 関 全 体 で 次 世 代 育 成 支

援 対 策 を 積 極 的 に 実 施 す る と い う 基 本 的 な 考 え 方 を 明 確 に し 、 主 導 的

に 取 り 組 ん で い く こ と が 必 要 で す 。  

 

３ 



④ 機関の実情を踏まえた取組みの推進という視点  

    ・ 機 関 に お い て は 、そ の 機 関 の 任 務 、所 在 す る 地 域 等 に よ り 、勤 務 環 境

や 子 育 て を 取 り 巻 く 環 境 は 異 な る こ と を 踏 ま え つ つ 、 そ の 機 関 の 実 情

に 応 じ て 効 果 的 な 次 世 代 育 成 支 援 対 策 に 取 り 組 む こ と が 必 要 で す 。  

    ・  地 方 公 共 団 体 に お い て 、 多 様 化 ・ 高 度 化 す る 行 政 ニ ー ズ に 対 応 す る  

こ と や 、 様 々 な 働 き 方 へ の ニ ー ズ が あ る こ と を 踏 ま え 、 事 務 の 種 類 や  

性 質 に 応 じ 、 多 様 な 任 用 ・ 勤 務 形 態 が 活 用 さ れ て い る 現 状 に 鑑 み 、 常  

勤 職 員 、非 常 勤 職 員 を 問 わ ず 取 組 み の 対 象 で あ る こ と を 認 識 し た 上 で 、 

取 組 み を 進 め て い く こ と が 重 要 で す 。  

⑤ 取組み の効果という視点  

    ・  次 世 代 育 成 支 援 対 策 を 推 進 す る こ と は 、 次 代 の 社 会 を 担 う 人 材 の 育

成 に 寄 与 す る こ と を 踏 ま え つ つ 、 ま た 、 当 該 機 関 の イ メ ー ジ ア ッ プ や

優 秀 な 人 材 の 確 保 、 定 着 等 の 具 体 的 な メ リ ッ ト が 期 待 で き る こ と を 理

解 し 、 主 体 的 に 取 り 組 む こ と が 必 要 で す 。  

   ⑥ 社会全体による支援の視点  

    ・ 次 世 代 育 成 支 援 対 策 は 、家 庭 を 基 本 と し つ つ も 、社 会 全 体 で 協 力 し て

取 り 組 む べ き 課 題 で あ る こ と か ら 、 様 々 な 担 い 手 の 協 働 の 下 に 対 策 を

進 め て い く こ と が 必 要 で す 。  

    ・  職 員 の 職 業 生 活 と 家 庭 生 活 と の 両 立 が 図 ら れ る よ う に す る た め の 環

境 の 整 備 が 強 く 求 め ら れ て い る 中 で 、 特 定 事 業 主 に お い て は 、 率 先 し

て 、 積 極 的 な 取 組 み を 推 進 す る こ と が 必 要 で す 。  

   ⑦ 地域における子育ての支援の観点  

    ・ 各 機 関 に 勤 務 す る 職 員 は 、同 時 に 地 域 社 会 の 構 成 員 で あ り 、そ の 地 域

に お け る 子 育 て 支 援 の 取 組 み に 積 極 的 に 参 加 す る こ と が 期 待 さ れ て い

る こ と や 、 地 域 に お い て 、 子 育 て し や す い 環 境 づ く り を 進 め る 中 で 各

機 関 に も 期 待 さ れ て い る 役 割 を 踏 ま え た 取 組 み を 推 進 す る こ と が 必 要

で す 。  

４ 



３ 墨田区の方針 

  ⑴ 基本方針 

    墨 田 区 特 定 事 業 主 行 動 計 画『 墨 田 区 職 員 の 仕 事 と 子 育 て 両 立 支 援 プ ラ ン（ 前

期 計 画 ）』（ 以 下「 前 期 計 画 」と い い ま す 。）は 、次 に 掲 げ る 基 本 的 な 方 針 に 沿

っ て 策 定 し ま す 。  
 

①  前 期 計 画 の 策 定 に 当 た っ て は 、国 の 作 成 し た「 行 動 計 画 策 定 指 針 」（ 令 和

６ 年 １ ０ 月 ３ １ 日 内 閣 府 、 国 家 公 安 委 員 会 、 文 部 科 学 省 、 厚 生 労 働 省 、 農

林 水 産 省 、 経 済 産 業 省 、 国 土 交 通 省 、 環 境 省 告 示 第 １ 号 ） に 沿 っ た 内 容 と

し ま す 。  

   ②  現 行 計 画 策 定 時 に 、 法 の 施 行 期 間 が 延 長 さ れ た 平 成 ２ ７ 年 度 か ら 令 和 ６

年 度 ま で の １ ０ 年 間 を 新 た な 特 定 事 業 主 行 動 計 画 の 期 間 と 捉 え 、 令 和 ２ 年

度 か ら ６ 年 度 ま で の ５ 年 間 を 後 期 計 画 と し て 定 め た と い う 経 緯 を 踏 ま え 、

今 回 の 前 期 計 画 は 現 行 計 画 と の 一 貫 性 の 確 保 を 図 る た め 、 現 行 計 画 の 基 本

的 な 考 え 方 は 継 承 し ま す 。  

   ③  多 様 な 労 働 条 件 の 整 備 の ほ か 、育 児 休 業 を 取 得 し や す い 職 場 環 境 の 形 成 、

労 働 時 間 の 短 縮 の 取 組 み そ の 他 の 職 員 の 職 業 生 活 と 家 庭 生 活 と の 両 立 が 図

ら れ る よ う に す る た め に 必 要 な 雇 用 環 境 の 整 備 な ど 、 現 行 計 画 の 適 用 期 間

中 に 生 じ た 社 会 情 勢 の 変 化 等 を 反 映 さ せ た 内 容 と し ま す 。  

   ④  平 成 ２ ７ 年 ８ 月 に 区 長 が 行 っ た イ ク ボ ス 宣 言 の 趣 旨 を 踏 ま え る と と も に 、

令 和 ６ 年 ３ 月 に 改 訂 し た「 墨 田 区 男 女 共 同 参 画 推 進 プ ラ ン（ 第 ６ 次 ）」と の

整 合 を 図 り ま す 。  

   ⑤  前 期 計 画 は 、前 計 画 に 引 き 続 き 、区 長 、区 議 会 議 長 、選 挙 管 理 委 員 会 、代

表 監 査 委 員 及 び 教 育 委 員 会（ 区 立 学 校・幼 稚 園 教 職 員 を 除 く *。）の 各 任 命 権

者 共 同 の 計 画 と し て 策 定 す る も の と し ま す 。  
   
 

⑵ 策定手順 

墨 田 区 特 定 事 業 主 行 動 計 画 策 定 ・ 推 進 委 員 会 設 置 要 綱 （ １ ６ 墨 総 職 第 ５ ４

１ 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 項 か ら 第 ４ 項 ま で に 定 め る 委 員 等 に よ り 検 討 し た う え で 、

区 長 が 決 定 し ま す 。  

 

* 墨 田 区 教 育 委 員 会 に お い て 、別 途「 学 校 教 職 員 の た め の 仕 事 と 子 育 て 両 立 支 援 プ

ラ ン 」 を 策 定 し て い ま す 。

５  



第２章 基本的な考え方 

 

１ 計画策定の目的 

  墨 田 区 職 員 の た め の 仕 事 と 子 育 て 両 立 支 援 プ ラ ン は 、 国 が 定 め た 行 動 計 画 策

定 指 針 に 沿 っ て 、 職 員 が 仕 事 と 子 育 て の 両 立 に 生 き が い と 誇 り を も っ て 取 り 組

む こ と を 目 的 と し て 、 区 が 具 体 的 な 行 動 計 画 を 策 定 す る も の で す 。  

 

２ 計画期間 

   令和７ 年 ４月１ 日から 令和１２年 ３月３１日までの ５年間 

（ 次 世 代 育 成 支 援 対 策 推 進 法 は 、 令 和 ７ 年 度 か ら 令 和 １ ６ 年 度 ま で の １ ０ 年

間 に 施 行 期 限 が 再 延 長 さ れ ま し た 。 今 回 の 計 画 策 定 は 、 そ の う ち の 前 半 ５ 年

間 に つ い て 行 う も の で す 。）  

    

３ 計画の推進体制 

⑴ 事務局 

①  本 計 画 は 、職 員 課 が 事 務 局 と し て 進 行 管 理 を 行 い ま す が 、各 実 施 項 目 に

つ い て は 、 そ れ ぞ れ の 担 当 課 が 窓 口 と し て 推 進 し ま す 。  

②  次 世 代 育 成 支 援 対 策 の 必 要 性・重 要 性 や 行 動 計 画 の 内 容 に つ い て 、啓 発

資 料 の 作 成・イ ン ト ラ ネ ッ ト へ の 掲 示 等 に よ り 、全 職 員 へ の 周 知 徹 底 を 図

り ま す 。  
    

⑵  委員会 

    ①  墨 田 区 特 定 事 業 主 行 動 計 画 策 定 ・ 推 進 委 員 会 を 継 続 し て 設 置 し ま す 。  

②  本 計 画 の 実 施 状 況 を 、年 度 ご と に 把 握 し 、そ の 結 果 や 職 員 の ニ ー ズ を 踏

ま え て 、 そ の 後 の 対 策 の 実 施 や 計 画 の 見 直 し 等 を 図 り ま す 。  

 

６  



第３章 現状と課題 
 

 １ 休暇等の取得・超過勤務の状況 

    ⑴ 数値目標に関するもの 

    ①  年次有給休暇 の取得割合  

      墨 田 区 に お け る 年 次 有 給 休 暇 の 平 均 取 得 割 合 は 、 他 の 地 方 公 共 団 体 と

比 較 し て も 高 く 、 ま た 、 年 々 上 昇 し て お り 、 令 和 ４ 年 は 、 後 期 計 画 の 目

標 値 「 付 与 日 数 の ８ ０ ％ 」 を 超 え て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ② 育児休業の取得率  

       墨 田 区 に お け る 育 児 休 業 取 得 率 は 、 男 女 と も 他 の 地 方 公 共 団 体 と 比 較

し て も 高 く 、 女 性 は 対 象 者 の ほ ぼ 100％ が 育 児 休 業 を 取 得 し て お り 、 男

性 も 一 貫 し て 増 加 し 、 後 期 計 画 の 目 標 値 「 取 得 率 ２ ０ ％ 」 は 令 和 ３ 年 度

に 達 成 し ま し た 。  
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※ 地 方 公 共 団 体 の勤 務 条 件 等 に関 する調 査 （総 務 省 ） 
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※ 地 方 公 共 団 体 の勤 務 条 件 等 に関 する調 査 （総 務 省 ） 
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    ③  職員１人当たりの平均超過勤務時間  

       墨 田 区 に お け る １ 月 あ た り の 平 均 超 過 勤 務 時 間 数 は 、 他 区 と 比 較 し て

概 ね 半 分 以 下 の 時 間 数 と な っ て お り 、 大 幅 に 少 な く な っ て い ま す 。 ま

た 、 時 間 数 に つ い て は 微 増 ・ 微 減 を 繰 り 返 し て い ま す が 、 後 期 計 画 の 目

標 値 で あ る 「 年 ４ ８ 時 間 （ 月 平 均 ４ 時 間 ）」 は 達 成 し て い ま せ ん 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 数値目標以外の休暇等 

    ①  育児短時間勤務・部分休業の取得者数  

      墨 田 区 に お け る 部 分 休 業 取 得 者 数 は 、 大 量 採 用 世 代 （ 直 近 １ ０ 年 間 ）

で 妊 娠 ・ 出 産 す る 職 員 が 増 加 し た こ と も あ り 、 増 加 傾 向 で す 。 育 児 短 時

間 勤 務 は 、 他 に 時 差 出 勤 等 の 制 度 も あ る か ら か 、 取 得 者 は 少 数 で す 。  
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※ 地 方 公 共 団 体 の勤 務 条 件 等 に関 する調 査 （総 務 省 ） 

※ 地 方 公 共 団 体 の勤 務 条 件 等 に関 する調 査 （総 務 省 ） 
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    ②  出産支援休暇・育児参加休暇の取得者数  

      出 産 支 援 休 暇 及 び 育 児 参 加 休 暇 の 取 得 率 に つ い て 、 他 の 地 方 公 共 団 体

に お い て は 、 両 休 暇 と も 取 得 率 が 徐 々 に 増 加 し て い ま す が 、 墨 田 区 に お

い て は 、 出 産 支 援 休 暇 が 概 ね 増 加 傾 向 に あ る 一 方 、 育 児 参 加 休 暇 の 取 得

率 は 減 少 傾 向 に あ り 、 令 和 ３ 年 度 は ８ ０ ％ を 超 え て い た も の の 、 令 和 ５

年 度 は ７ ０ ％ 程 度 の 取 得 率 と な っ て い ま す 。 し か し な が ら 、 他 の 地 方 公

共 団 体 の 取 得 率 と 比 較 す る と 、 墨 田 区 に お け る 両 休 暇 の 取 得 率 自 体 は 良

好 な 状 況 に あ り ま す 。  
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③ その他の 主な子どもに関する休暇の取得者数  

墨 田 区 に お け る 産 前 産 後 休 暇 の 取 得 者 数 は 、 ほ ぼ 横 ば い に 推 移 し て い

る 一 方 、 育 児 時 間 の 取 得 者 数 は 低 調 で す が 、 理 由 と し て 男 性 職 員 が 育 児

休 業 を 取 得 す る こ と に よ っ て 、 育 児 時 間 を 取 得 し て い な い 可 能 性 が あ り

ま す 。 子 の 看 護 の た め の 休 暇 の 取 得 者 数 は 大 幅 に 増 加 し て お り 、 職 員 に

占 め る 子 育 て 世 代 の 増 加 に 伴 っ て 、 今 後 も 増 加 傾 向 は 続 く も の と 想 定 さ

れ ま す 。  
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④  年次有給休暇の取得日数別割合  

   墨 田 区 に お け る 年 次 有 給 休 暇 の 取 得 日 数 別 の 割 合 で み る と 、 １ 人 当 た り

の 平 均 取 得 日 数 に 近 い 「 １ ６ ～ ２ ０ 日 」 が 最 も 多 く な っ て お り 、 全 体 的 な

傾 向 と し て 、 令 和 元 年 と 比 較 す る と 、 年 々 、 取 得 日 数 は 増 加 傾 向 が 続 い て

い ま す 。 ま た 取 得 日 数 が 「 １ ０ 日 以 内 」 の 割 合 も 劇 的 に 減 少 し て い る 一

方 、 取 得 日 数 が 「 ５ 日 以 内 」 の 割 合 は 約 ３ ％ と 、 減 少 傾 向 に あ る も の の 休

暇 を 思 う よ う に 取 得 で き な い 職 員 が 少 数 で す が い る こ と が 分 か り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤  男性 職員の育児休業承認期間  

   男 性 職 員 の 育 児 休 業 承 認 期 間 に つ い て 、 他 の 地 方 公 共 団 体 に お い て は 、

「 １ 月 以 下 」 の 割 合 は 多 く 、 墨 田 区 に お い て は 、「 ３ 月 以 下 」 が 最 も 割 合

が 多 く 「 ６ 月 超 」 の 割 合 も あ る 程 度 い る こ と が 分 か り ま す 。  
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⑶  職員の年齢構成 

     令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 時 点 と 、 そ の ４ 年 前 の 令 和 元 年 ４ 月 １ 日 時 点 に お け る

墨 田 区 職 員 の 年 齢 構 成 を 比 較 す る と 、 妊 娠 ・ 出 産 す る 職 員 が 増 加 す る ２ ０

歳 代 半 ば か ら ３ ０ 歳 代 半 ば ま で の 年 齢 に 該 当 す る 職 員 の 割 合 が 、 ５ 年 前 よ

り も 増 加 し て い ま す 。 そ の こ と か ら 、 子 育 て に 関 す る 制 度 や 仕 組 み 等 に 対

す る 職 員 の 需 要 は 、 当 面 継 続 す る こ と が 見 込 ま れ ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 墨 田 区 行 政 基 礎 資 料 集   

※ 地 方 公 共 団 体 の勤 務 条 件 等 に関 する調 査 （総 務 省 ） 
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 ２ 課題 

  ⑴ 現状の分析 

    後 期 計 画 の 数 値 目 標 は 次 に 掲 げ る ３ 点 で す 。  

   ① 数値目標１  

職員１人あたりの年次有給休暇取得日数割合を、付与日数の８０％

以上にします。ま た、年次有給休暇 を年５日以上取得 する職員 *の割

合を１００％にします。  

＊  年 １ ０ 日 以 上 の 年 次 有 給 休 暇 が 付 与 さ れ る 者 に 限 る 。  

    ⇒  年 次 有 給 休 暇 の 平 均 取 得 割 合 は 目 標 値 の ８ ０ ％ を 超 え る 年 度 も あ り 高

い 取 得 率 を 推 移 し て い る 一 方 、 年 次 有 給 休 暇 を 年 ５ 日 以 上 取 得 す る 職 員

の 割 合 は １ ０ ０ ％ と な っ て い ま せ ん 。  

   ② 数値目標２  

育児休業（部分休業）の取得率を、希望する職員の１００％にし

ます。なお、子が出生した男性職員の育児休業取得率を２０％にし

ます。  

    ⇒  女 性 の 育 児 休 業 取 得 率 は ほ ぼ 100％ と な っ て お り 、 希 望 す る 職 員 の 全

員 が 取 得 す る こ と が で き て い る と 言 え ま す 。 ま た 、 男 性 の 育 児 休 業 取 得

率 も 増 加 し て お り 、 後 期 計 画 の 数 値 目 標 は 達 成 し て い ま す 。  

   ③ 数値目標３  

職員１人あたりの平均超過勤務時間を、年４８時間（月平均４時

間）以下とします。  

    ⇒  墨 田 区 の 平 均 超 過 勤 務 時 間 は 、 他 区 と 比 較 し て 大 幅 に 少 な い も の の 、

月 平 均 ４ 時 間 台 で 推 移 し て お り 、 後 期 計 画 の 数 値 目 標 は 達 成 で き ま せ ん

で し た 。  

 

  ⑵ 課題 

    現 状 分 析 の 結 果 、 他 団 体 と の 比 較 に お い て 、 墨 田 区 職 員 の 特 徴 は 、 出 産 や

育 児 に 関 す る 休 暇 ・ 休 業 、 年 次 有 給 休 暇 の 取 得 率 は 高 く 、 ま た 、 超 過 勤 務 時

間 数 も 少 な い こ と か ら 、 出 産 ・ 育 児 や ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス に 対 す る 意

識 の 高 い こ と が 窺 え ま す 。 一 方 、 職 員 の 年 齢 構 成 か ら 、 当 面 、 子 育 て に 関 す

る 制 度 等 に 対 す る 職 員 の 需 要 は 高 い 状 態 が 続 く こ と が 見 込 ま れ 、 前 期 計 画 の

策 定 に あ た っ て は 次 の よ う な 課 題 が 挙 げ ら れ ま す 。  
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① 職員１人あたりの年次有給休暇取得日数割合  

引 き 続 き 付 与 日 数 の ８ ０ ％ を 下 回 る こ と の な い よ う 、 継 続 し た 取 組 み が

必 要 で す 。  

   ② 育児休業（部分休業）取得率  

     希 望 す る 職 員 の 全 員 が 育 児 休 業 を 取 得 す る こ と が で き る よ う 、 引 き 続 き

職 場 に 対 す る 理 解 の 促 進 を 行 っ て い く 必 要 が あ り ま す 。 特 に 男 性 職 員 の 育

児 休 業 取 得 率 は 数 値 目 標 を 大 幅 に 上 回 っ て い る こ と か ら 、「 墨 田 区 総 合 的

人 事 戦 略 」 に お け る 目 標 と の 整 合 を 図 る こ と と し 、 後 期 計 画 の ２ ０ ％ か ら

８ ０ ％ に 引 き 上 げ る こ と が 望 ま し い と 考 え ま す 。 ま た 、 育 児 休 業 、 介 護 休

業 等 育 児 又 は 家 族 介 護 を 行 う 労 働 者 の 福 祉 に 関 す る 法 律 の 一 部 が 改 正 さ

れ 、 男 女 と も 仕 事 と 育 児 ・ 介 護 を 両 立 で き る よ う に 、 柔 軟 な 働 き 方 を 実 現

す る た め の 措 置 の 拡 充 や 個 別 周 知 ・ 意 向 確 認 の 義 務 化 等 が 実 施 さ れ る こ と

を 踏 ま え 、 今 後 は 、 そ の よ う な 職 員 が 制 度 を 利 用 し や す い 職 場 の 環 境 づ く

り が 求 め ら れ ま す 。 特 に 男 性 職 員 の 育 児 休 業 の 取 得 期 間 は 短 期 間 に と ど ま

っ て お り 、 よ り 育 児 に 積 極 的 に 参 加 で き る よ う 、 長 期 間 の 育 児 休 業 を 取 得

し や す い 環 境 整 備 が 求 め ら れ ま す 。  

   ③ 職員１人あたりの平均超過勤務時間  

     平 均 超 過 勤 務 時 間 数 は 、 他 区 と 比 較 し て 著 し く 少 な い 時 間 数 で 推 移 し て

い る も の の 、 数 値 目 標 が 年 ４ ８ 時 間 （ 月 平 均 ４ 時 間 ） と 高 く 、 後 期 計 画 期

間 中 に お い て は 数 値 目 標 を 達 成 し て い ま せ ん 。 近 年 は 国 に お け る 各 種 給 付

金 関 連 事 業 の 推 進 や 多 様 化 す る 区 民 ニ ー ズ へ の 積 極 的 な 対 応 等 の た め 、 超

過 勤 務 時 間 は 増 加 傾 向 に あ り ま す 。 ま た 、 育 児 休 業 取 得 者 数 の 増 加 や 、 組

織 内 の ワ ー ク ・ シ ェ ア が 求 め ら れ る 中 に お い て 、 子 を 養 育 す る 職 員 や 育 児

休 業 中 の 職 員 の 業 務 を 代 替 す る 職 員 の 超 過 勤 務 時 間 は 増 え る 傾 向 に あ る こ

と か ら 、 長 時 間 労 働 等 に よ り 心 身 の 健 康 の 不 調 が 生 じ る こ と の な い よ う 引

き 続 き 労 働 時 間 の 適 正 管 理 を 行 う 必 要 が あ る と 考 え ま す 。
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 ３ 数値目標 
 

現 行 計 画 策 定 時 に 、 法 の 施 行 期 間 が 延 長 さ れ た 平 成 ２ ７ 年 度 か ら 令 和 ６ 年 度

ま で の １ ０ 年 間 を 新 た な 特 定 事 業 主 行 動 計 画 の 期 間 と 捉 え 、 令 和 ２ 年 度 か ら 令

和 ６ 年 度 ま で の ５ 年 間 を 後 期 計 画 と し て 定 め た と い う 経 緯 を 踏 ま え 、 今 期 の 計

画 に お け る 数 値 目 標 は 、 現 行 計 画 と の 継 続 性 の 確 保 を 図 る た め 、 今 日 性 を 踏 ま

え た 見 直 し を 行 っ た う え で 、 現 行 計 画 の 基 本 的 な 考 え 方 は 維 持 す る こ と と し ま

す 。  

   令 和 ７ 年 度 か ら １ １ 年 度 ま で の 数 値 目 標 は 、 次 に 掲 げ る ３ 点 と し ま す 。  
 

数値目標  

１  

職員１人あたりの年次有給休暇取得日数割合を、付与日

数の８０％以上にします。また、年次有給休暇を年５日以

上取得する職員*の割合を１００％にします。  

＊  年 １ ０ 日 以 上 の 年 次 有 給 休 暇 が 付 与 さ れ る 者 に 限 る 。  

   【現状】  

年 次 有 給 休 暇 の 平 均 取 得 割 合 は 前 期 計 画 に お け る 数 値 目 標 の ８ ０ ％ を 達 成

し た 年 度 も あ る 一 方 、 直 近 年 度 は 低 下 し て い る 現 状 に 加 え て 、 年 次 有 給 休 暇

を 年 ５ 日 以 上 取 得 し て い る 職 員 の 割 合 は ９ ５ ％ 超 に と ど ま っ て い ま す 。  
 

数値目標  

２  

育児休業（部分休業）の取得率を、希望する職員の１０

０％にします。なお、男性職員の育児休業取得率 を８ ５％

にします。また、育児休業を取得した者のうち、１月を超

える育児休業を取得した職員の 割合を７５ ％とします。  

【現状】  

女 性 の 育 児 休 業 取 得 率 は 100％ で あ り 、 希 望 す る 職 員 の ほ ぼ 全 員 が 取 得 す

る こ と が で き て い ま す 。 男 性 の 育 児 休 業 取 得 率 は 、 増 加 傾 向 で す が 、 １ 月 以

下 の 短 期 取 得 者 の 割 合 が 多 い 現 状 で す 。  
 

数値目標  

３  

職員１人あたりの平均超過勤務時間を、年４８時間（月

平均４時間）以下とします。  

【現状】  

職 員 １ 人 あ た り の 平 均 超 過 勤 務 時 間 は 、 年 ５ ０ ～ ６ ０ 時 間 （ 月 平 均 ４ ～ ５

時 間 ） で 推 移 し て い ま す 。  
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第４章 目標を達成するための取組み 

１ 職員の意識改革と職場からの支援 

   職 業 生 活 と 家 庭 生 活 の 円 滑 か つ 継 続 的 な 両 立 を 可 能 と す る た め に は 、 固 定 的

な 性 別 役 割 分 担 意 識 を 是 正 し 、 男 性 と 女 性 が 共 に 親 と し て の 責 任 と 喜 び を 分 か

ち 合 い 、 関 わ っ て い く こ と が 重 要 で す 。 墨 田 区 で は 、 女 性 職 員 だ け で な く 男 性

職 員 の 子 育 て へ の 更 な る 関 わ り を 促 進 す る と と も に 、 職 員 が ゆ と り を 持 っ て 子

育 て を 行 え る よ う な 支 援 体 制 の 充 実 を 図 り ま す 。    

 

⑴ 固定的な性別役割分担意識の是正の取組み 

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  

墨 田 区 男 女 共 同 参 画 推 進 プ ラ ン に 基 づ き 、 固 定

的 な 性 別 役 割 分 担 意 識 や 思 い 込 み に と ら わ れ な い

共 同 参 画 意 識 の 醸 成 を 図 り 、 男 性 と 女 性 が 共 に 子

育 て を 担 う 環 境 を 促 進 し て い き ま す 。  

す み だ 人 権 同

和・男 女 共 同 参

画 事 務 所  

２  

各 職 場 で 事 例 に 応 じ て 必 要 な 話 し 合 い の 場 を も

ち 、 職 場 の 支 援 や 協 力 体 制 を 整 え 、 誰 も が 働 き や

す い 職 場 環 境 の 促 進 を 図 り ま す 。  

各 課  

 

⑵  人事異動等についての配慮 

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  

子 育 て を し て い る 職 員 の 人 事 異 動 に あ た っ て

は 、 職 員 の 自 己 申 告 書 等 に 基 づ き 、 可 能 な 限 り 人

事 上 の 配 慮 を 行 い ま す 。  

職 員 課 ほ か  

 

 

16 

 



２ 休暇制度等の周知と取得促進 

子 育 て に 関 す る 休 暇 制 度 等 を 職 員 に 周 知 し 、 円 滑 な 取 得 の 促 進 を 図 り ま

す 。  

    ま た 、 休 暇 の 取 得 を 促 進 す る た め 、 職 員 の 休 暇 に 対 す る 意 識 の 改 革 を 図 る

と と も に 、 子 育 て の た め の 休 暇 を 取 得 し や す い 環 境 づ く り に 一 層 努 め ま す 。  

 

⑴ 休暇制度等の周知      

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  

妊 娠 、 出 産 、 育 児 等 に か か る 休 暇 内 容 等 に つ い

て 、 男 性 に も 分 か り や す く ま と め た 冊 子 を 全 庁 共

有 キ ャ ビ ネ ッ ト に 収 納 し 、 職 員 に 対 す る 制 度 の 周

知 徹 底 を 図 り ま す 。  

職 員 課  

２  

育 児 ・ 看 護 ・ 介 護 等 の 制 度 を ま と め た 一 覧 表 を

全 庁 共 有 キ ャ ビ ネ ッ ト に 掲 出 す る こ と に よ り 、 制

度 の 周 知 と 、男 性 職 員 の 育 児・看 護・介 護 等 へ の 一

層 の 参 加 促 進 を 図 り ま す 。  

職 員 課  

   

⑵ 特別休暇等の取得促進 

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  

母 体（ 不 妊 治 療 中 の 職 員 含 む 。）保 護 又 は 母 体 の

健 康 管 理 の 観 点 等 か ら 設 け ら れ て い る 特 別 休 暇 等

の 取 得 を 促 進 し ま す 。  

各 課  

２  

子 の 出 生 時 に お い て 男 性 職 員 が 取 得 可 能 な 「 出

産 支 援 休 暇 （ 2 日 間 ）」及 び 「 育 児 参 加 休 暇（ 5 日

間 ）」 の 取 得 を 促 進 し ま す 。  

各 課  

３  

１ ２ 歳 に 達 す る 日 以 後 の 最 初 の ３ 月 ３ １ 日 ま で

の 子 の 看 護 等 を 行 う 際 に 取 得 す る こ と が で き る

「 子 の 看 護 等 の た め の 休 暇 」 の 取 得 促 進 を 図 り ま

す 。  

各 課  
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⑶ 育児目的等のための計画的な年次有給休暇の取得促進 

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  

計 画 的 な 年 次 有 給 休 暇 の 取 得 を 促 進 す る と と も

に 、 職 員 に 対 し て 、 休 暇 取 得 の 目 的 を 家 族 と の ふ

れ あ い な ど 、 育 児 や 家 庭 生 活 の 充 実 へ の 活 用 を 促

し ま す 。  

職 員 課  

２  

ゴ ー ル デ ン ウ イ ー ク 期 間 ・ 夏 季 等 に お け る 連 続

休 暇 の 取 得 を 促 し 、 年 次 有 給 休 暇 の 計 画 的 な 取 得

を 促 進 し ま す 。  

各 課  

３  

区 長 の『 イ ク ボ ス 宣 言 』の 趣 旨 を 踏 ま え 、職 員 の

ワ ー ク・ラ イ フ・バ ラ ン ス を 確 保 す る 観 点 か ら 、管

理 職 員 自 ら が 職 員 に 計 画 的 な 年 次 有 給 休 暇 の 取 得

を 促 し ま す 。  

各 課  

４  

年 １ ０ 日 以 上 の 年 次 有 給 休 暇 が 付 与 さ れ て い る

職 員 の う ち 、 付 与 日 か ら ６ か 月 が 経 過 し た 時 点 で

取 得 日 数 が ５ 日 未 満 の も の に 対 し て 、 管 理 職 員 が

指 導 を 行 い ま す 。  

各 課  

５  

各 所 属 に お け る 年 次 有 給 休 暇 の 取 得 状 況 を 確 認

し 、 特 に 取 得 が 少 な い 職 場 に つ い て は 、 管 理 職 へ

の ヒ ア リ ン グ 等 を 行 い ま す 。  

職 員 課  

 

⑷  連続休暇取得強化期間の実施 

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  
７ 月 か ら ９ 月 ま で の 間 を 「 連 続 休 暇 取 得 強 化 期

間 」 と し て 設 定 し 、 職 員 に 周 知 し ま す 。  
職 員 課  

２  

職 員 各 自 が 「 連 続 休 暇 取 得 強 化 期 間 」 を 中 心 と

し て 、 所 掌 業 務 の 対 応 が 可 能 な 時 期 に 、 夏 季 休 暇

や 年 次 有 給 休 暇 を 活 用 し た 連 続 し た 休 暇 の 取 得 に

よ り 、 自 身 の リ フ レ ッ シ ュ や 家 族 で の 行 事 、 自 己

啓 発 に 努 め 、 仕 事 に 取 り 組 む 新 た な 意 欲 の 醸 成 を

図 る も の と し ま す 。  

各 課  

３  

各 所 属 は 、 職 員 が 連 続 し た 休 暇 を 取 得 し や す い

よ う 、 職 員 が 相 互 に 尊 重 し 、 配 慮 し 合 え る 職 場 意

識 の 形 成 に 努 め る も の と し ま す 。  

各 課  
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３ 育児休業（部分休業）の取得促進 

    男 性 職 員 の 育 児 休 業 （ 部 分 休 業 ） の 取 得 促 進 に 取 り 組 む な ど 、 育 児 休 業

（ 部 分 休 業 ） の 取 得 を 希 望 す る 全 て の 職 員 が 、 安 心 し て 取 得 で き る よ う に 環

境 を 整 備 し ま す 。  

 

⑴ 育児休業（部分休業）制度の周知  

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  

育 児 休 業 Ｑ ＆ Ａ 等 を 掲 載 し た 冊 子 を 全 庁 共 有 キ

ャ ビ ネ ッ ト に 掲 出 し 、制 度 の 周 知 を 図 る と と も に 、

産 休 か ら 育 児 休 業 の 取 得 手 続 き や 経 済 的 な 支 援 等

に つ い て も 情 報 提 供 を 行 い ま す 。  

職 員 課  

２  
職 員 の 希 望 に 応 じ 、 個 別 に 育 児 休 業 制 度 等 の 説

明 を 行 い ま す 。  
職 員 課  

３  

育 児 ・ 看 護 ・ 介 護 等 の 制 度 を ま と め た 一 覧 表 を

全 庁 共 有 キ ャ ビ ネ ッ ト に 掲 出 し 、 そ れ ら を 活 用 す

る こ と に よ り 、 諸 制 度 に つ い て 周 知 し ま す 。  

職 員 課  

 

⑵  育児休業（部分休業）の取得の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  

区 長 の『 イ ク ボ ス 宣 言 』の 趣 旨 を 踏 ま え 、管 理 職

員 が 所 属 の 職 員 に 育 児 休 業（ 部 分 休 業 ）の 取 得 を 促

し ま す 。  

各 課  
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⑶ 男性職員の育児休業（部分休業）の取得の促進  

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  

妊 娠 、 出 産 、 育 児 等 に か か る 休 暇 内 容 等 に つ い

て ま と め た 冊 子 を 活 用 し 、 男 性 職 員 を 対 象 と し た

育 児 休 業 制 度 等 の 説 明 を 行 い ま す 。  

職 員 課  

２  

男 性 職 員 向 け の 取 得 促 進 プ ロ グ ラ ム を 掲 載 し た

冊 子 を 全 庁 共 有 キ ャ ビ ネ ッ ト に 掲 出 し 、 希 望 す る

職 員 に 提 供 し ま す 。  

職 員 課  

３  
育 児 休 業 取 得 予 定 者 に 対 し て 、 早 期 に 情 報 提 供

及 び 制 度 を 周 知 し ま す 。  
職 員 課  

４  
育 児 ・ 看 護 ・ 介 護 等 の 制 度 を ま と め た 一 覧 表 を

活 用 す る こ と に よ り 、諸 制 度 に つ い て 周 知 し ま す 。 
職 員 課  

５  

男 性 職 員 が 長 期 間 の 育 児 休 業 （ 部 分 休 業 ） の 取

得 を 希 望 す る 場 合 に 、 職 場 の 支 援 や 協 力 体 制 を 整

え る な ど 、 安 心 し て 取 得 で き る よ う な 環 境 を 整 備

し ま す 。  

各 課  

 

⑷ 育児休業に伴う代替職員の確保 

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  

育 児 休 業 中 の 職 員 の 業 務 を 遂 行 す る た め 、 会 計

年 度 任 用 職 員 ・ 育 休 任 期 付 職 員 の 採 用 や 人 材 派 遣

の 活 用 な ど 、 適 切 な 代 替 要 員 を 確 保 し ま す 。  

職 員 課 ほ か  
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⑸ 育児休業を取得した職員の円滑な職場復帰の支援 

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  
産 休 ・ 育 児 休 業 中 の 職 員 に 、 職 場 で 必 要 な 情 報

を 提 供 し ま す 。  
各 課  

２  

区 報 な ど 区 全 体 に 関 わ る も の や 、 所 属 で の 業 務

関 連 資 料 を 、対 象 職 員 が 手 続 き 等 で 来 庁 し た 際 や 、

必 要 に 応 じ て FAX や 郵 送 等 に よ り 提 供 し ま す 。  

各 課  

３  
育 児 休 業 を 取 得 し た 職 員 は 、視 聴 環 境 が あ れ ば 、

区 ホ ー ム ペ ー ジ 等 の 閲 覧 に 努 め る も の と し ま す 。  
各 課  

４  復 職 す る 際 は 、 現 職 復 帰 を 原 則 と し ま す 。  職 員 課 ほ か  

 

 

 ４  育児短時間勤務制度の取得促進 

   育 児 短 時 間 勤 務 制 度 は 、 常 勤 職 員 が 職 務 を 完 全 に 離 れ る こ と な く 、 小 学 校 就

学 前 の 子 の 育 児 が で き る よ う 、 施 行 さ れ た 制 度 で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  

育 児 短 時 間 勤 務 制 度 に つ い て 掲 載 し た 冊 子 や リ

ー フ レ ッ ト を 全 庁 共 有 キ ャ ビ ネ ッ ト に 掲 出 す る こ

と に よ り 、 制 度 の 取 得 促 進 に 向 け て 周 知 を 行 い ま

す 。  

職 員 課  
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５ 超過勤務の縮減 

    こ れ ま で の 長 時 間 労 働 の 是 正 に 向 け た 取 組 み を 更 に 進 め 、 子 育 て 期 で な い

職 員 も 含 め た 長 時 間 労 働 の 状 況 を 改 善 す る 必 要 が あ る と い う 観 点 か ら 、 管 理

職 員 に よ る 職 員 の 勤 務 時 間 の 管 理 の 徹 底 及 び 業 務 量 の 見 直 し 、 DX 化 の 計 画 的

な 推 進 に よ る 事 務 処 理 の 効 率 化 な ど を 行 い 、 よ り 一 層 の 超 過 勤 務 の 縮 減 に 努

め ま す 。  

 

⑴ 妊娠中・子育て中の職員に対する超過勤務抑制の対応       

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  

妊 娠 中・子 育 て 中（ 概 ね 小 学 校 低 学 年 ま で ）の 職

員 に つ い て は 、男 性・女 性 に か か わ ら ず 、超 過 勤 務

を 必 要 最 小 限 と す る な ど 、 職 場 で 配 慮 し ま す 。  

各 課  

２  

育 児 ・ 介 護 休 業 法 に よ る 、 超 過 勤 務 免 除 の 扱 い

に つ い て は 、 法 の 趣 旨 に 沿 っ た 運 用 を 行 い ま す 。

  

各 課  

 

⑵ 一斉定時退庁日等の実施 

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  

職 員 の ワ ー ク・ラ イ フ・バ ラ ン ス の 観 点 か ら 、定

時 退 庁 日［ 毎 週 木 曜 日・１ ９ 日（ 育 児 の 日 ）、２ ５

日 （ す み だ 家 庭 の 日 ）］ を 引 き 続 き 実 施 し ま す 。  

職 員 課  

２  
定 時 退 庁 日 に つ い て は 、 可 能 な 範 囲 で 、 庁 内 放

送 や 管 理 職 に よ り 周 知 徹 底 を 図 り ま す 。  
職 員 課 ほ か  

３  

各 課 が 毎 月 の 定 時 退 庁 日 、 各 部 が 年 度 内 ２ 回 程

度 の 超 勤 縮 減 ウ イ ー ク を 独 自 に 設 置 し 、 長 時 間 労

働 を 抑 制 し 、 職 員 の 健 康 へ の 影 響 の 抑 止 に 努 め ま

す 。  

各 課  
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  ⑶ 事務の改善や組織の見直し等   

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  

行 政 評 価 を 通 し て 事 業 の 効 果 検 証 を 行 い 、 業 務

の 平 準 化 ・ 最 適 化 を 図 る た め 、 効 率 的 ・ 必 要 性 等

の 視 点 か ら 「 選 択 と 集 中 」 に よ り 、 事 務 事 業 を 再

編 ・ 整 理 す る 。  

行 政 経 営 担 当  

各 課  

２  

全 庁 共 通 事 務 の 効 率 化 及 び 各 課 個 別 事 務 の 効 率

化 を 図 り 、 職 員 が 生 産 性 の 高 い 仕 事 を 率 先 し て 行

え る よ う に し ま す 。  

行 政 経 営 担 当  

各 課  

３  

ペ ー パ ー レ ス 化 の 推 進 、 押 印 の 見 直 し 、 電 子 決

裁 率 の 向 上 を 図 る と と と も に 、 オ ン ラ イ ン 会 議 等

に 対 応 す る た め の 機 器 の 充 実 等 を 行 い 職 員 が 働 き

や す い 職 場 環 境 を 構 築 し ま す 。  

行 政 経 営 担 当  

総 務 課  

ICT 推 進 担 当  

４  

新 た な 行 政 ニ ー ズ 等 に 柔 軟 か つ 迅 速 に 対 応 す る

た め 、 効 果 的 ・ 効 率 的 な 組 織 体 制 の 構 築 を 図 り ま

す 。  

行 政 経 営 担 当  

 

⑷ 管理職及び職員の意識啓発等  

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  

課 （ 事 業 所 ） ご と に 設 定 し た 超 過 勤 務 の 上 限 時

間（ 月 間・年 間 ）を 超 え な い よ う 、管 理 職 に よ る 周

知 徹 底 を 図 り ま す 。  

各 課  

２  

職 員 の 超 過 勤 務 が 上 限 時 間 を 超 え た 職 場 の 管 理

職 に 、 超 過 勤 務 縮 減 に 向 け た 解 決 策 の 検 討 を 依 頼

し 、 改 善 に 関 す る 報 告 書 の 提 出 を 求 め ま す 。  

職 員 課  

３  

育 児 休 業 等 職 員 が 発 生 し た 場 合 で も 継 続 的 な 行

政 サ ー ビ ス を 実 施 す る た め 、 業 務 内 容 や 業 務 体 制

の 見 直 し 等 に 関 す る 方 針 を 定 め 、 実 施 す る と と も

に 所 属 に お い て 周 知 す る こ と に 努 め ま す 。  

各 課  

４  

職 員 は 、自 身 の 勤 務 時 間 に つ い て 適 切 に 管 理 し 、

超 過 勤 務 が 上 限 時 間 を 上 回 ら な い よ う 、 効 率 的 な

事 務 の 遂 行 に 努 め る も の と し ま す 。  

各 課  

23 



５  

超 過 勤 務 は 、 所 属 長 に よ る 事 前 命 令 及 び 事 後 確

認 に よ る こ と を 徹 底 し 、 早 期 退 庁 に 努 め る 意 識 の

醸 成 を 図 り ま す 。  

各 課  

 

６ 不妊治療を受けやすい職場環境の醸成 

不 妊 治 療 に つ い て 職 場 で の 理 解 を 深 め る と と も に 、 不 妊 治 療 を 受 け る 職 員

が 、 仕 事 と 不 妊 治 療 を 両 立 す る こ と が で き る 職 場 環 境 の 整 備 を 推 進 し ま す 。  

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  

不 妊 治 療 の た め の 休 暇 や 年 次 有 給 休 暇 を 取 得 し

や す い 雰 囲 気 づ く り や 超 過 勤 務 を 必 要 最 小 限 に す

る な ど 、 不 妊 治 療 を 受 け や す い 職 場 環 境 の 醸 成 を

図 り ま す 。  

職 員 課  

各 課  

 

７ 男女がともに仕事と子育てを両立できる環境の整備  

育 児 休 業 を 取 得 し 、 又 は 子 育 て を 行 う 職 員 が 就 業 を 継 続 し 、 活 躍 で き る よ

う に す る た め 、 令 和 ３ 年 ４ 月 に 策 定 し た 「 墨 田 区 女 性 の 活 躍 推 進 の た め の 特

定 事 業 主 行 動 計 画 」 に 掲 げ る 方 策 を 着 実 に 実 施 し て い く ほ か 、 次 の よ う な 能

力 の 向 上 又 は キ ャ リ ア 形 成 の 支 援 の た め の 取 組 み を 行 っ て い き ま す 。  

 

⑴ 女性職員を対象とした取組み  

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  

育 児 休 業 を 取 得 す る 女 性 職 員 等 に 対 す る 適 切 な

キ ャ リ ア パ ス の 提 示 及 び キ ャ リ ア 形 成 を 支 援 し ま

す 。  

職 員 課  

２  

管 理 職 に 必 要 な マ ネ ジ メ ン ト 能 力 等 の 付 与 の た

め の 研 修 等 を 行 う こ と で 女 性 職 員 の キ ャ リ ア 形 成

を 支 援 し ま す 。  

職 員 課  
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 ⑵ 子育て中の職員を対象とした取組み    

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  

 育 児 休 業 か ら の 復 職 後 又 は 子 育 て 中 の 職 員 を 対

象 と し た 能 力 の 向 上 の た め の 取 組 み 又 は キ ャ リ ア

形 成 を 支 援 す る た め の カ ウ ン セ リ ン グ 等 を 行 い ま

す 。  

職 員 課  

２  

今 後 の キ ャ リ ア 形 成 の 希 望 に 合 わ せ た 両 立 支 援

制 度 の 利 用 や 配 偶 者 と の 家 事 分 担 等 を 促 す た め の

意 識 啓 発 等 の 取 組 み を 行 い ま す 。  

職 員 課  

３  

育 児 休 業 中 の 職 員 に 対 す る 情 報 提 供 ・ 能 力 開 発

な ど の 円 滑 な 職 場 復 帰 の 支 援 等 に よ る 両 立 支 援 制

度 を 利 用 し や す い 環 境 の 整 備 を 行 い ま す 。  

職 員 課  

各 課  

 

⑶  管理職等を対象とした取組み 

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  

働 き 続 け な が ら 子 育 て を 行 う 職 員 の キ ャ リ ア 形

成 の た め に 必 要 な 業 務 体 制 及 び 働 き 方 の 見 直 し 等

に 関 す る 管 理 職 研 修 の 取 組 み を 行 い ま す 。  

職 員 課  

２  

女 性 職 員 の 活 躍 推 進 や ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン

ス の 推 進 に 関 す る 管 理 職 研 修 等 の 取 組 み を 行 い ま

す 。  

職 員 課  

３  
育 児 な ど の 女 性 職 員 の 状 況 に 配 慮 し た 人 事 運 用

を 行 い ま す 。  
職 員 課  
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７ その他の次世代育成支援対策に関する事項 

    次 世 代 育 成 支 援 対 策 は 、 社 会 全 体 で 取 り 組 む 課 題 で あ る と の 視 点 に 立

ち 、 全 て の 職 員 が 子 育 て や 子 ど も と の ふ れ あ い の 大 切 さ を 理 解 し 、 行 動 で

き る よ う 、 必 要 な 施 策 を 展 開 し ま す 。  

 

⑴ 子育てバリアフリー 

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  

外 部 か ら の 来 庁 者 の 多 い 庁 舎 や 区 施 設 に 、利

用 者 の 実 情 に 応 じ て 、引 き 続 き 、子 ど も 連 れ の

来 庁 者 に や さ し い ト イ レ の 整 備 や ベ ビ ー ベ ッ

ド 、 ベ ビ ー シ ー ト の 設 置 な ど の 改 善 を 進 め ま

す 。  

総 務 課 ほ か  

２  

子 ど も を 連 れ た 人 が 気 兼 ね な く 来 庁 で き る

よ う 、親 切 な 応 接 対 応 等 の ソ フ ト 面 で の バ リ ア

フ リ ー の 取 組 み を 推 進 し ま す 。  

各 課  

 

  ⑵ 子ども・子育てに関する地域貢献活動 

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  
子 ど も が 参 加 す る 地 域 の 活 動 に 、可 能 な 範 囲

で 区 の 敷 地 や 施 設 を 提 供 し ま す 。  
各 課  

２  
子 ど も が 参 加 す る 学 習 会 等 の 行 事 に お い て 、

職 員 が 専 門 分 野 を 活 か し た 指 導 を 行 い ま す 。  
各 課  

 

  ⑶ 家庭生活の充実 

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  

す み だ 家 庭 の 日（ 毎 月 ２ ５ 日 ）や 年 次 有 給 休

暇 等 を 利 用 し 、子 ど も と ふ れ あ う 機 会 を も つ よ

う 、 職 員 に 周 知 し ま す 。  

職 員 課  

２  

定 時 退 庁 日［ 毎 週 木 曜 日・１ ９ 日（ 育 児 の 日 ）、

２ ５ 日（ す み だ 家 庭 の 日 ）、各 課 で 設 置 の 定 時 退

庁 日・各 部 で 設 置 の 超 勤 縮 減 ウ イ ー ク ］の 周 知

に よ り 、 家 庭 生 活 の 充 実 を 促 進 し ま す 。  

職 員 課  

各 課  
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⑷ 勤務時間の弾力的運用  

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  

育 児 や 介 護 、 勤 務 時 間 外 の 会 議 等 に 際 し て 、

勤 務 時 間 数 は 変 え ず に 、出 勤・退 勤 時 刻 の 繰 り

上 げ・繰 り 下 げ を 行 う 時 差 勤 務 を 引 き 続 き 実 施

し ま す 。  

職 員 課  

２  

家 庭 生 活 や 地 域 活 動 へ の 参 加 、自 己 啓 発 等 を

通 じ た 職 員 の 心 身 の 健 康 維 持 の た め の 時 差 勤

務 に つ い て 、早 期 に 実 現 し 制 度 活 用 を 促 進 し ま

す 。  

職 員 課  

３  

職 員 の 、育 児 や 介 護 、疾 病 の 治 療 等 と 仕 事 と

の 両 立 を 支 援 す る た め 、テ レ ワ ー ク や フ レ ッ ク

ス タ イ ム の よ う な 柔 軟 な 働 き 方 を 導 入 し 、希 望

す る 職 員 が 適 切 に 実 施 で き る よ う に し ま す 。  

職 員 課  

４  

柔 軟 な 働 き 方 を 推 進 す る 一 方 で 、職 員 の 連 続

す る 夜 間 勤 務 を 防 止 す る こ と や 適 切 な 勤 務 管

理 を 徹 底 す る た め 、勤 務 間 イ ン タ ー バ ル の 確 保

に 向 け た 取 組 み を 実 施 し ま す 。  

職 員 課  

各 課  

 

⑸ 区内居住の推進      

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  

世 帯 向 け の 防 災 待 機 職 員 住 宅 に つ い て 、従 来

の 業 平 職 員 住 宅 の ほ か 、民 間 住 宅 借 上 げ 型 の 職

員 住 宅 の 増 加 に 努 め ま す 。  

職 員 課  

２  

区 内 居 住 推 進 の た め 、住 宅 や 住 宅 ロ ー ン 等 に

つ い て の 情 報 提 供 な ど 、区 内 居 住 の 推 進 に 必 要

な 施 策 を 検 討 し ま す 。  

職 員 課  

 

  ⑹ 子育てに係る経済的支援情報の提供 

No. 取 組 内 容  担 当 課  

１  

妊 娠 、出 産 、育 児 等 の 制 度 に つ い て ま と め た

冊 子 を 全 庁 共 有 キ ャ ビ ネ ッ ト に 掲 出 す る 等 に

よ り 、子 育 て に 係 る 東 京 都 職 員 共 済 組 合 等 の 経

済 的 支 援（ 育 児 休 業 手 当 金 等 ）に つ い て 、情 報

提 供 を 行 い ま す 。  

職 員 課  
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次世代育成支援対策推進法（抄） 

（平成十五年法律第百二十号）  

 

第 十 九 条  国 及 び 地 方 公 共 団 体 の 機 関 、そ れ ら の 長 又 は そ れ ら の 職 員 で 政 令 で 定

め る も の （ 以 下 「 特 定 事 業 主 」 と い う 。） は 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 行

動 計 画 策 定 指 針 に 即 し て 、特 定 事 業 主 行 動 計 画（ 特 定 事 業 主 が 実 施 す る 次 世 代

育 成 支 援 対 策 に 関 す る 計 画 を い う 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。） を 策 定 す る も

の と す る 。  

２  特 定 事 業 主 行 動 計 画 に お い て は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

一  計 画 期 間  

二  次 世 代 育 成 支 援 対 策 の 実 施 に よ り 達 成 し よ う と す る 目 標  

三  実 施 し よ う と す る 次 世 代 育 成 支 援 対 策 の 内 容 及 び そ の 実 施 時 期  

３  特 定 事 業 主 は 、特 定 事 業 主 行 動 計 画 を 策 定 し 、又 は 変 更 し た と き は 、遅 滞 な

く 、 こ れ を 公 表 し な け れ ば な ら な い 。  

４  特 定 事 業 主 は 、特 定 事 業 主 行 動 計 画 を 策 定 し 、又 は 変 更 し た と き は 、遅 滞 な

く 、 こ れ を 職 員 に 周 知 さ せ る た め の 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

５  特 定 事 業 主 は 、毎 年 少 な く と も 一 回 、特 定 事 業 主 行 動 計 画 に 基 づ く 措 置 の 実

施 の 状 況 を 公 表 し な け れ ば な ら な い 。  

６  特 定 事 業 主 は 、特 定 事 業 主 行 動 計 画 に 基 づ く 措 置 を 実 施 す る と と も に 、特 定

事 業 主 行 動 計 画 に 定 め ら れ た 目 標 を 達 成 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  
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墨田区長のイクボス宣言 

 

平成２７年８月  

 

 

職 場 で 共 に 働 く 部 下 の ワ ー ク・ラ イ フ・バ ラ ン ス を 考 え 、そ の 人 の キ ャ リ ア と

人 生 を 応 援 し な が ら 、 組 織 の 業 績 も 結 果 を 出 し 、 自 ら も 仕 事 と 私 生 活 を 楽 し む  

『 イ ク ボ ス 』 に な る こ と を 誓 い ま す 。  

 

 

【宣言文】  

１ 子育てや介護など、両立しながら頑張っている部下を応援します。  

２ 自ら部下に年次休暇や育児休業、介護休暇など取得を促します。  

３ 会議の短縮や意思決定の迅速化、業務改善などを進めます。  

４ 組織の長として求められる責務を果たし、十分な成果を上げます。
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○墨田区特定事業主行動計画策定・推進委員会設置要綱  

 

平成１６年７月２７日  

１６墨総職第５４１号  

 

（設置）  

第１条  墨田区職員の仕事と子育ての両立支援のため、特定事業主行動計

画を策定・推進することを目的に、墨田区特定事業主行動計画策定・推

進委員会（以下「委員会」という。）を設置する。  

（構成）  

第２条  委員会は、委員長、副委員長及び委員を持って構成する。  

２ 委員長は、総務部長とする。  

３ 副委員長は、総務部職員課長とする。   

４ 委員は、別表に掲げる職にある者をもって充てる。  

（所掌事項）  

第３条  委員会は、次に掲げる事項を所掌する。  

 ⑴  行動計画の策定に関すること  

 ⑵  行動計画の実施状況に係る進行管理に関すること  

 ⑶  前２号に掲げるもののほか、必要と認められる事項  

（職務及び運営）  

第４条  委員長は、委員会を総括する。  

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務

を代理する。  

３ 委員長は必要に応じ、委員会を招集する。  

４ 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を委員会に出席

させることができる。  

（策定・推進委員会）  

第５条  委員長は、委員会の運営を効率的に行うため必要があると認める

ときは、委員会に策定・推進部会を置くことができる。  

２ 策定・推進部会の構成員及び検討事項並びに運営に関する事項は、委

員長が定める。  
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（庶務）  

第６条  委員会の庶務は、総務部職員課において処理する。  

（補則）  

第７条  この要綱に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項

は、委員長が定める。  

付 則  

 この要綱は、平成１６年８月１日から適用する。  

   付  則  

この要綱は、平成２３年８月１日から適用する。  

   付  則  

この要綱は、平成２６年４月１日から適用する。  

付 則  

 この要綱は、平成３１年４月１日から適用する。  

付 則  

 この要綱は、令和６年１１月５ 日から適用する。  

別表 

企画経営室           行政経営担当課長  

総務部             総務課長  

総務部             すみだ人権同和・男女共同参画事務所 長  

区民部             窓口課長  

福祉保健部子ども・子育て支援部  子育て支援課長  

都市計画部           都市計画課長  

教育委員会事務局        庶務課長
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令和７年３月 

 

墨田区総務部職員課人事係 

墨田区吾妻橋一丁目２３番２０号 

内線：３８５１～３８５４ 
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